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注意事項  

1 .  試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないこと。 

2 .  問題は３枚、解答用紙は２枚、下書き用紙は１枚です。 

3 .  解答用紙の受験番号欄に受験番号を記入すること。受験番号が正しく記入されていない

場合は、採点できないことがあります。 

4 .  問題冊子及び解答用紙に印刷不鮮明、ページの落丁及び汚損等がある場合は、手を挙げ

て監督者に知らせること。 

5 .  試験終了後、問題冊子及び下書き用紙は持ち帰らないこと。 

 

 

 

 

宮崎大学 
  



次の文章を読み、後の各問に答えよ。 

 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

  

この部分については、著作権保護の観点から公開しません。


四角形



  

  

  

 

 

 

 

 

藤澤令夫（1995）「よく生きることの哲学」、岩波書店、４—８頁（設問の都合上、表記を一部改

変した。） 

 

（なお、この小論文試験は、論旨の明確さ、言葉の正確さ、あるいは、文章の論理性をみるため

のものであり、個人の思想や信条は評価に関係しません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

この部分については、著作権保護の観点から公開しません。


四角形



問１ 傍線部①のなぜソクラテスはことさらに「よく生きることをこそ大切にしなければならな

い」というように、義務のような「しなければならない」という言葉を残したのか。その

意図を 80 字以内で説明せよ。 

 

 

問２ 傍線部②の「近時における科学技術の目覚ましい発展」について、「医療と医療技術」の観

点から好都合なことおよび不都合なことについて 80 字以内で説明せよ。 

 

 

問３ この文章の冒頭にある「生きることでなく、よく生きることこそ、何よりも大切にしなけ

ればならない」というソクラテスの言葉は、21 世紀の初頭を生きるあなたにとって、どの

ような意味を持つか、あなたの考えを 600 字以内で述べよ。 

 

  

 




